
2018 年度に市⼦連活動で実施した熱中症対策と注意点 
 
対策① 
環境省 熱中症予防サイトによる「暑さ指数（ＷＢＧＴ）の実況と予測」の活⽤ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ◆環境省 熱中症予防サイトへのリンク→→→ 

 



●暑さ指数とは？ 
暑さ指数（WBGT）は、熱中症を予防することを⽬的として 1954 年にアメリカで提案された指標です。 
単位は気温と同じ摂⽒度（℃）で⽰されますが、その値は気温とは異なります。暑さ指数（WBGT）は
⼈体と外気との熱のやりとりに着⽬した指標で、⼈体の熱収⽀に与える影響の⼤きい ①湿度、 ②⽇射・
輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境、 ③気温の３つを取り⼊れた指標です。 
 
●暑さ指数の使い⽅ 
暑さ指数（WBGT）は労働環境や運動環境の指針として有効であると認められています。 （公財）⽇本
スポーツ協会では「熱中症予防運動指針」、⽇本⽣気象学会では「⽇常⽣活に関する指針」を下記のとお
り公表しています。 
 
●⽇常⽣活に関する指針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●運動に関する指針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



このサイトには過去の暑さ指数ものっているので活動を計画する際の参考にする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
更に、各地区にお配りした暑さ指数計を活動時に 
使⽤し監視することで参加者に注意を促し、場合に 
よっては活動を⼀時中断し涼しい場所へ避難する等 
の対策をとる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



対策② 
暑さにより体調を崩した⼦どもを⼀時避難させる施設を確保する。 
具体的には、総合野外センターで活動する際は打合せ時に職員に「熱中症対策で活動する付近の冷房で
きる施設を活動時間中冷やしておいてほしい」と相談する 
※避難できる施設のキャパシティを考慮して活動⼈数を決める 
⼜は、フットサルの練習等で付近に冷房できる施設が無い場合は活動時間中、育成者の⾃動⾞を冷房し
た状態にしておき体調不良者の避難場所とする。 
 
対策③ 
⼦ども、育成者ともに「⾃分も熱中症になるかもしれない」という意識をもち 
活動前には⼗分な睡眠や⾷事をとってきたか等の確認をし、⽔分補給も「⼗分に⽔分をとってください」
と伝えるだけでなく３０分間隔など、時間を決めて「今から⽔分補給してください。体調の悪い⼈はい
ませんか？」と⽔分補給を指⽰するとともに体調不良者がいないか確認する 


